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東 南 ア ジア にお け るマル チ ドメ ス テ ィ ック

マ ー ケ テ ィ ングの分 析 視 角(試 論)

一 味の素のケースを通 じて一

太 田 真 治

1研 究対象と課題

本稿は,東 南アジアにおける味の素株式会社(そ の製品名 「味の素」 と区別

するため,以 下,味 の素社 とする。)の 国際マーケティングを扱 った論文であ

る。味 の素社 は,主 力 製品であ るうまみ調味料(MSGと もい う。monQ

sodiumglutamateの 略である。グルタミン酸 ソーダともいう。元来 「味の素」

と呼称される製品をい う。以下,MSGと 表記する。)に おいて,東 南アジア

でのブランドビジネスに成功 しており,そ の経緯と実態の分析は,筆 者の一連

のテーマである。もともと筆者が,味 の素社の国際マーケティングにおいて,

東南アジアに着目する理由は,MSGの 製品自体における食文化上の性格に起

因する。食品産業において,食 文化は,重 要な課題である。すなわち,世 界は,

西 の牧畜民族 と東の農耕民族に大 きく分けられ,そ れぞれ,前 者は,肉 食 ・乳

利用そしてムギ,後 者は,コ メ主体そして魚と主食類型が異なる。このことが,

MSGの 普及に大 きく関わっている。味の素社は.農 耕民族である東南アジア

において,都 市から農村に至るすみずみまで,加 工用のみならぬ末端消費者に

対する小売までへの幅広いビジネスに成功 しているのである。本稿は,こ れま

で研究してきたことを振 り返 り,味 の素社のケースを通 じて,東 南アジアの現

地適応化型マルチ ドメスティクマーケティングについて分析視角を試論として ・

まとめてみた。ここで,現 地適応化とは標準化に対応する概念であ り,世 界は
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同質化し地球市場が登場 したとして規模の経済性を生む画…性極大化を促進す

るのが標準化であるのに対 し,特 定の現地市場二一ズと現地環境に適応するの

が現地適応化である。また,マ ルチ ドメスティックマーケティングとは,製 品

開発,製 造,マ ーケティングはすべて,そ れぞれの子会社によって,そ れぞれ

の現地市場向けに遂行される,国 際マーケティングの一類型である。輸出マー

ケティングに次いで現地生産が行われると極限にはこのような状態になる。そ

してやがて本国や子会社間の経営資源を融通 しあうグローバルマーケティング

という段階へと進化する。味の素社のケースの場合は,そ れぞれの海外二一ズ

に対応 してマーケティングプログラムが決定され,現 地生産段階にあるが国際

ロジスティックスやグローバルSCM(サ プライチェーンマネジメン ト)か ら

は遠いとい う点から国際マ」ケティングの中でも現地適応化型マルチ ドメス

ティックマーケテ ィングであるといえる。筆者は,味 の素社の東南アジアの現

地適応化型マルチ ドメスティックマーケティングを研究 して きたのであ り,

ASEAN諸 国の中でもタイ,イ ン ドネシア,フ ィリピン,マ レーシアについ

て論文を執筆した。味の素社のケースだけで東南アジアの現地適応化型マルチ

ドメスティックマーケティングの分析視角が定義づけられるかという問題はあ

るが,日 用雑貨 ・トイレタリーの花王株式会社や清涼飲料水のコカ ・コーラ株

式会社においても本稿の内容 と同じようなビジネスを東南アジアで行ってお り,

特に大 きな問題はないといえよう。また,ア ジアは大都市化が進んでお り,マ

ルチ ドメスティックマーケティングをあえて研究する意義はあるのか という問

題に対 しては,大 都市には,マ クロ,テ スコ,カ ルフールなどの欧米巨大流通

外資や地場資本によるディスカウントス トア,ス ーパーマーケ ットなどがひし

めいており,メ ーカーにとっては取引条件が不利なものにな りやすいためあま

り利益が上がらないのが現状である,,味の素社も営業外収益の30～40%を 占め,

経常利益の少ない時で10%,多 い時で30%を 賄ったといわれる海外事業 も,特

に東南 アジアのMSG事 業については,都 市か ら農村に至るすみずみまで,

加工用のみならぬ末端消費者に対する小売までへの幅広いビジネスを行ってい
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る こ と と無 関 係 で は ない と思 わ れ る。 これ は,都 市 を資 本 主 義 の 飛 び 地 と規 定

し,そ れ を非 資 本 主 義 的 伝 統 的 農 村 と対 置 させ る標 準 化 の 利 益 を強 調 す る 自動

車,家 電,コ ン ピ ュー タ産 業 の 大 都 市 グ ロー バ ル マ ー ケ テ ィ ング と対 置 され る

べ き もの で あ ろ う。味 の素 社 の ケー スの 場 合 は.経 済成 長 を続 け る地 域 にお い

てMSGに 続 く商 品 の ラ イ ン ア ップ(「 ア ジ シ オ」 「ク ッ ク ドゥ」 な ど)が 日

本 本 国で す で に事 業展 開 さ れ て い た ため に,味 の 素社 全 体 に 与 え る利 益 貢 献 は

大 きか った もの と思 わ れ る、,以下,味 の 素社 をケ ー ス と した東 南 ア ジア に お け

る マ ル チ ドメ ス テ ィ ックマ ー ケテ ィン グの分 析 視 角 と して,第H節 で は 華僑 の

ネ ッ トワ ー ク に お け る前 期 商 人 的性 格 を,第 皿節 で は気 候 区 マ ー ケ テ ィ ン グの

可 能性 と して ま とめ,第W節 で ま とめ を行 い た い 。

II華 僑のネットワークにおける前期商人的性格

味の素社のASEAN諸 国における事業展開のパターンには共通 したものが

見られる。それは,発 展途上国の開発政治が企業のマーケティング活動に影響

を与えて きたということである。味の素社は戦前か らASEAN諸 国へは現地

代理店を通 じて輸出が行われていたが.1960年 代に入って現地生産を行ってい

る。現地国の輸入代替型工業化政策による輸出マーケティングか ら現地生産に

よるマーケテ ィングヘの移行であり,タ イでは1962年 の 「国内産業奨励に関す

る新政策」,イ ンドネシアでは1966年 の 「経済戦略の基本戦略」,フ ィリピンで

は1950年 の 「フィリピン農工業開発計画」,マ レーシアでは,1968年 の 「投資

奨励法」がそれにあたる。輸入代替型工業化政策とは,特 別な条件を提示 して,

先進国の資本を導入 し,産 業資本として現地生産させ,輸 入を代替させること

である。歴史的には,農 民の搾取による原始蓄積とは極めて異なる工業化のプ

ロセスであるといえる。保護の逆効果としてハイ ・コス トで低能率の操業が可

能になるというデメリットを持っている珊。また,MSGの 生産方法には,抽

1)「 先行条件期 または離陸初期にあ る現在の低開発 国の大部分は,工 業成長の基盤 として必要な

3つ の非工業都門 を建設 し近代化す ることに.彼 らの資源 の多 くを配分 しな ければな らない。/
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出法と発酵法が存在 し,抽 出法から発酵法へ と変化す ることで,MSG事 業は,

原料や副産物問題から解放されてフットルース化(ど こに立地 してもコス トが

変わ らない状態)が 可能となったことも大きい鋤。副産物問題か ら解放されて,

MSG事 業は装置産業 となったのであり,「味の素」ブランドがASEAN諸 国

においても浸透 していたことで.現 地生産は比較的容易になった。それぞれの

国 ご とに見 てみ る とタ イ工 場 は,1960年 に,イ ン ドネ シ ア工場 は,1969年 に,

＼社 会的間接資本、農業,そ して 自然資源開発の改 良に基づいた外国為替稼得部 門がその3つ で あ

る、そのうえ,彼 らは,近 代技術の応用が(そ れ に需要 の高所得弾力性および高価格弾力性 が結

びついて)高 率の利潤再投資を伴 った急速 な成長率 を可能 とする ような,近 代的加工 業ない しは

製造業 の領域の発見 に着手 しなげればならない。」W,W.Rostow,7ん 激曙附 ゲ 段・'～o・1'1`(y'ηtこρ庶

TheCambridgeUniversltyPre隙1960.(木 村健康 ・久保 まちこ ・村 上泰亮訳 『経 済成長の諸段

階』 ダイヤモ ン ド杜,1961年,187ペ ージ)・ 「輸 人代替工業 化政策で。一般 に採 られ る手法 は,

保護育成の対 象であ る産業 に対 し.そ の製品の輸 入を制限 して国内価格を引 き上げる と同時 に.

当該産業 ない し企業 に限 って資本財な どの輸 入につ き外貨 を割当て,過 大為替 レー ト下で の輸 入

利益を享受させるので ある。 この政策で犠牲 となるのは,高 い製品 を買わ され る消費者だけでな

く,保 護対象外 の産業 なか んず く輸出産業である,過 大 な為替 レー トは輸入品だけではな く.輸

出品の国内を も引 き下げて しまうか らその打 撃は大 きい,、しか も,こ れ らの産業 には外貨は割 り

当て られないか ら,過 大為替 レー トの利益は受 け られず,資 本財や中 問財 として保護 された高い

国内製品を利用せざるを得 な くなる、」 速水佑次郎 『開発経済学』 創文仕,1991年,230ペ ー ジ.

2)「 開発 途lr国 の保護主義的工業化において,保 護の対象 となった のが国内企 業家ではな くて先

進国民間企業であ った というのは何 とも皮肉ではあるが,工 業化 を望 む以上,こ れに代わ る方法

がなか った とい うの も,他 面 の厳 たる事実であ る。外国民問企業が用 いるのは,当 然の ことなが

ら本国親企業の技術 もしくは技術体系の一分肢であ り,こ れは多分に労働節約的た らざ るをえな

い。開発途上国の採用 した一連 の保護政策が、外国民聞企業のそ うした技術選択 を助長 とい うの

も、再び皮肉な事実であ る.東 南 ア ジア諸国の工業化パ ター ンは,輸 入代替型か ら輸出志向型 に

変化 しつつあ り,そ の結実が近年 におけるこれ ら諸国工業製品の輸出拡大で ある、、しか し輸出拡

大 の主体 もまた外資系企業であ り.そ の輸IIl活動 に対 しては,実 は輸 入代 替の時代 とさ して変わ

らぬ手厚 い保 護政策が用い られて もい る。」渡辺利夫編 『ア ジア諸 国経 済発展の機構 と構造』 ア

ジア経 済研 究所,1985年,23-24ベ ー ジ。「『東 アジアの奇跡』 は、輸 出信 用な どに よって 支えら

れた輸出振興戦略(exporトpu曲 縦ategy)の 採 用が,資 源浪費的 な レン ト ・シーキ ング活動 を

防いで きた と論 じてい る。本質的には.政 府介入 の際 に利用 され うる補助金は,示 された実績 に

よ ・,て勝 者を決定す るとい うコンテ ス ト・メカニズムを通 じて配分された とされ る。輸 出市場 が

競 争的で あるために,そ う した補助 金は効率的 な企業 に配分 され ることにな り,効 率 の促進 に一

役買 った.」 青木 昌彦 ・金澄基 ・奥野 正寛編 『東 アジアの経 済発展 と政府 の役割』 臼本経 済新 聞

杜,1997年,15ベ ージ.

3)詳 しくは.太 田真治 「味の素 の国際 マー ケティング 食文化 とのかか才)りにおいて」 『経 済論

叢』第158巻 第3号,1996年9月,

4)化 学調味 料は.1946年 輸出用 に限定 して生産が開始 され,よ うや く1950年 に入 り国内販 売が開

始され,そ の生産量は僅かに2万475]ト ンであった、1956年 には糖か らの直接発酵法が発明され

急速に生産が伸びた。
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フ ィ リピ ン工 場 は,1958年 に,マ レー シア 工場 は、1961年 に設 立 さ れ た 。原 料

は,タ イ とマ レー シ ア は タ ピ オ カが,イ ン ドネ シ ア と フ ィ リ ピ ンで は サ トウキ

ビが原料として用いられた。こうした現地生産の開始は,従 来の華僑 を使った

販売体系を見直 し,味 の素社自身が主体的にマーケティング活動を行ってい く

下地を酒養することになった。

ここで華僑を使 った販売体系がなぜ見直されるのかについて考えたい。輸出

マ ー ケ テ ィングか ら現 地 生 産 に よ るマ ルチ ドメ ス テ ィ ック マ ー ケ テ ィ ング に な

るとマーケテ ィングの性格が変化する。近代的工場が生産を開始すると,与 え

られた設備能力に従って大量の製品が継続的に市場に供給される。販売過程が

これを継続的に売 り尽 くすのではない限 り,効 率的な操業を維持することはで

き ない 。 つ ま り,輸 出 マ ー ケ テ ィ ングの よ う に外 国 市場 を 国 内市 場 の よ うにみ

て工場の生産調整を行うことができず,生 産過程 と販売過程が運命共同体のよ

うになるのである。日木国内においても寡占メーカーによる流通系列化 という

形で顕在化 したのであって,産 業資本は商業資本を取 り込んで垂直的マーケ

テ ィン グ シ ス テ ム(VMS)を 構 築 した。 と ころ が,東 南 ア ジ アの 場 合,商 業

資本が産業資本に転化 しづらい体質であるために,そ のや り方が通じないので

ある5)。このような商業資本は一般に前期的商人と呼ばれている⑳。前期的商人

5)も ちろん産業 資本に転化 した商業資本 も多 く存在 した。「近代 的工業は近代的な銀行業や商業

ビジネスの発展 して ぎたのであるが.そ れは多 くの点で先行者たち と異な った企業家的実業 家 と

いう新 しい種類の人 々の人 々を作 り出 した 、ほとんどの場合彼 らは中国系ではあるが,彼 らは タ

イ社会の発展 に長期的 に関 り近代的経営 方法 を採用 してい る点で,伝 統的な中国人 とは異 なって

いる。 この段階で はほ とん どの事業は家族所 有か家族支配であ るが.専 門的な経 営者 として非血

縁者 を排除 しな くなってい る。全体 として実業家 の公 のイメー ジは所有者二経 営者型か専 門型で

あ り,過 去 に比べ ると非常に好ま しい もの となっている、彼 らは彼 らの役割が国の発展 に欠かせ

ない存在 として存在 として認識 され るに したが って,高 い地位 を確立 しつつあるのであ る、」 プ

ラサー ト・ヤムク リンフング 『発展の岐路に立 つ タイ」国際書院,1992年,28ベ ー ジ。

6)「 前期的商業資本 は,使 用価値 の生産 を基調 とす る社会的生産の 「共同体」 的編 成,逆 言す る

と商品生産 の未発展 ない し発展度の低位性 を固有の基盤 と して,諸 商品の量的な交換比例の偶 然

性 ・恣意性 を利用 しつつ,文 字通 り不等価交換 を通 じて,単 なる購買価格 と販売価格の差額では

な く,同一 一生産物の市場価格 の差額 を、 「利潤」 として詐取す るところの独 自な 「資本 」種類 で

ある,と い うことがで きる、、」岡田与好 「前期的資本の歴史的性格」(大 塚久雄他編 『西洋経済史

講座i』 岩波書店.1960年)370ペ ージ。「前期 的商業資本は,生 産者 に対立 し・労働過程を通

じてではな く流通過程 を通 じてであ るが,生 産者を自己に従属 させ,彼 らを搾取す るのであ っ/
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の 目に は,合 弁 工 場 の 設 立 は,商 品 の供 給 源 を輸 入 か ら国 内工 場 に置 き換 え る

だ け の もの にす ぎ ない 。 需 要 が あ れ ば工 場 の製 品 を売 る し、 別 に 有利 な供 給 先

が 現 れ れ ば仕 入れ を それ に乗1)換 える のが 当然 で あ る。 買 い 手 が 来 な けれ ば仕

入 れ をや め,売 れ な けれ ば 工場 の操 業 を止 め るほ か は な い 。 前期 的商 人資 本で

あ るた め,産 業 資 本 とは真 の バ ー トナ ー に は な り得 な い 。 近 代 的 工業 は,前 期

的 商業 とは異 な り,商 品 の 仕 入 れ と販 売 との間 に生 産 が 加 わ り,そ の生 産 に こ

れ まで の商 取 引 で は考 え られ ない 巨額 で 長 期 的 な資 金 が1必要 で,商 品 を売 りき

るた め の流 通 が必 要 と され る。 こ こに お い て.小 回 り,早 期 回 収,危 険 回 避 と

い う前 期 的 商 人 の特 徴 は,経 済 の 近代 化 に お い て ネ ック と な るの で あ る。 これ

まで の研 究 に お い て,東 南 ア ジ ア にお い て,商 業 資 本 を形 成 して い るの は華 僑

で あ り,そ の 前 期 商 人 的 性 格 が 産 業 資 本 に と って 製 品 の 潤 滑 な普 及 を妨 げ る

ネ ック とな っ てい る こ とが 明 らか に な って い る～1。す な わ ち東 南 ア ジ ア の華 僑

は,現 地 政 府 と必 ず し も うま く折 り合 い が つ い て い る とい えず,過 去 に お い て

は弾 圧 が しば しば 存在 した とい うこ とで あ り,弾 圧 の 内容 は,現 地 人 優 先 の 杜

会 シス テ ム,資 産 没 収,国 外 退 去,殺 害 で あ る。 この よ うな環 境 にお い て 華 僑

は,資 金 回転 の 速 い ビ ジ ネス を 心が けて い て,そ の取 引 関係 は ドライ なの で あ

り,こ こで い う前 期 商 人 的性 格 と もつ なが るの で あ る。 産業 資 本 は現 地 資 本 と

合 弁 の ケ ー スが 多 い が.現 地側 経 営 者 と対 立 した まま で,日 本 側 経 営 者 の イ ニ

シ アテ ィブ に よ って 需 要掘 り起 こ しの方 策 が 講 ぜ られ た 。 宣伝 広 告 が重 視 され,

地 方 を きめ細 か く巡 回す るセ ール ス部 隊が 映 画 会 を催 し,地 方 商 店 に看 板 や 商

＼て,商 業(商 人)が 産業(生 産者二産業資本)に 従属する資本制生産のばあいと全 く逆の関係を

示す.」同上書,371べ 一ジ,、「前期的商品取引資本は特に仲立商業の姿において現われ,交 換の

両極に封立 しつつ 「商略及び欺購」によってその双方を収奪する」大塚久雄 『近代資本主義の系

譜 上」弘文堂,1951年,14ベ ー・ジ、「ところでかかる利潤の作出機構にあっては,商 人と消費

者との接鰯鮎がもっとも 「商略及び欺日剃 の可能性の多い局面となる事は云う迄もない」同上書.

18ページ.「商品取引資本はその循環過程にあつて,つ ねに,貨 幣形態に還ろうとする傾向をお

びる、かくて商人財産は特に貨幣財産として現われ.而 して商人の下に貨幣財産が集積せられる

こととなる.」同上書,35ペ ージ、,

7)太ILl真 治 「味の素の国際マーケティング タイ編(1)」 『経済論叢」,第159巻第5・6号,1997

年5・6月.太 田真治 「味の素の国際マーケティング タイ編(2)」 『経済論叢』第160巻第2号,

1997年8月,,
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品 を置 き,系 列 店 販 売 網 を組 織 した,,現 地経 営 者 に よ る従 来 の販 売 網 とは別 に,

合 弁 工業 自身 に よ る直 接 販 売 体 制 を とる方 式 も採 用 さ れ た ので あ る。 そ して こ

の小 売 店 へ の 直 接 販 売 こそ がASEAN諸 国 に お い て 最 も有 効 な チ ャ ネ ル戦 略

な ので あ る。 そ れ で は以 下,メ ー カ ー の直 販 対象 とな る消 費者 と直 接 接 す る小

売 につ い て の 実 態 を 見 て い こ う。 まず,ウ ェ ッ トマ ー ケ ッ トで あ る市 場(い ち

ば)に つ い て 見 て い こ う。市 場 は,町 の 中心 部 に あ り,歴 史 的 に は 自給 自足 で

は不 足 す る物 を物 々 交換 す る場 所 と して始 ま った 。 タ イで は タ ラー ト,イ ン ド

ネ シア,マ レー シ アで は パ サ ー ル,フ ィリ ピ ンで は マ ー ケ ッ トと呼 ば れ て い る。

今 日で は.日 常 生 活 に必 要 な,あ りとあ らゆ る もの を 貨 幣 と交換 で 売 って い る。

こ う した市 場 は.東 南 ア ジ ア至 る所 に存 在す る。 イン ドネ シ アで も辺境 とい っ

て もよ い イ リア ンジ ャヤ 州 で もパ サ ー ル といわ れ る露 天市 場 が 存 在 す る。 イ リ

ア ン ジ ャヤ 州 ワ メ ナ に お け るパ サ ー ル の記 述 が あ る.、「生 活 の 中心 は,パ サ ー

ル(マ ー ケ ッ ト)で,空 港 近 くにナ ヤ ヅク(今 日わ)と い う名 の 小 さ なパ サ ー

ル が あ る 。 パサ ー ル の真 中 に主 と して 野 菜 な どを売 る広 場 風 の 小 屋 が あ り,野

菜,果 物,干 し魚 な ど を売 って い る.こ れ を と り囲む よ うに,日 本 の 昔 の や み

市 の よ うな小 さ な店 が ぐる りとあ る。 これ らに店 に は 日用 晶,雑 貨 や 菓 子 な ど

を 置 い て あ る。 朝 早 くか ら 、周 囲 の 村 む らか ら野 菜 な どを特 有 の あ み 袋 に入 れ

た り頭 に のせ た り して市 場 に運 ふ ダ ニ(筆 者 注 ダニ族)達 の人 達 の 姿 が 見 られ,

市 場 は に ぎわ っ て い る。 ・一… 日本 で は20円 で は 新 聞 も買 え な い が,こ こで は

100RPが 威 張 っ て通 用 す る。 ヤ シ の実 も こ こで は 一 つ50RPで あ る。 数 個 売

る と終 わ りに な る よ うな商 いで あ る。」81、、岩 田[1962]は,「 村 と村 との物 資 流

通 を はか る もの は 第1に 商 人,な い し行 商 人 で あ る。」 と し,ラ オス にお け る

パ ・タ ン村 の商 圏 と行 商 ル ー トを 図(第2図)に ま とめ て い る。 「パ ・タ ン村

の 村 人 は 乾 季 に な る と相 亙 に組 をつ く り,塩,布 地,雑 貨 を プ ・テ ン族 に背 負

わ せ て 山 地 へ 入 りこむ 一… 山 地民 族 の村 に は市 場 が な い が,ラ オ族 の村 に は市

場 が つ き もの で あ る 、、 しか し,常 識 的 に考 え る よ うに市 場 商 業 が 店 舗 に よ るそ

8〉1〉卿 勘 面 ～伽 娘V・1。29,N・.1、1987,PP。26-27.
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出所:岩 田慶治 「東南アジアにおげる居住様式 の地理学」『人文研究』第13巻 第11号,1962年.47ペ ージ。

れ に先 行 す るか とい う と現 状 は必 ず しもそ うで は な い 。 … … ヴ ァ ン ビア ンの市

は きわ め て小 規模 な もので 毎 朝6時 ご ろ約1時 間 だ け 開 かれ る。 売 手 も買手 も

村 人 の み で,売 手 は12,3人 ぐ らい,肉,野 菜 そ の 他 を な らべ て い る,、郡 役 場

ち か くの広 場 が 市 場 と な る、,…… パ ・タ ン村 の 商 店(非 農 家)は,仕 立 屋2,

食 い ものや2,塩 を扱 う家7,雑 貨屋2,大 工1,で あ る。 商 店 と して の 店構

え を して い る の は6戸 。」'》。 佐 竹[19981は,フ ィ リ ピ ンの公 設 市 場 の 図(第

3図)を 示 して い る101ので 掲 示 して お きた い 。 こう した ウ ェ ッ トマ ー ケ ッ トは,

地 元 の 少量 の雑 貨 ・日用 品 を扱 い,定 価 を欠 く,商 人 一 人 の 利 潤 の狭 小 な市 場

9)岩1」]慶治 「東南アジアにおける居・住様式の地理学」『人文研究』第13巻第11号,1962年,46、

47,52ペ ーシ,、

lO)佐 竹真明 「フィリピンの地場産業ともう一つの発展論』明石書店,1998年.213ペ ーシ.
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第3図 バ ラヤ ン公設卸 ・小売市場
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布 場の売場を町か ら借 り.魚 隠製品のみ を販売す る専門 ・

他 は市場商 人が他の食糧品 と一緒 に販売す る場合、

アルフ ァベ ット文字 は製品名。

市場 の面積 は約lha.常 設店舗数 は400～500。

1989年3月 時の図 、92年,建 物が一部新築 され。配置が若十変化 した.

直販店 、

組織といえ,学 問的にはバザールと呼ばれることもある。そもそも市場 とは,

村内のあきない→村の朝市→村の朝市 と店舗の併設→町の常設市場 と発展 した

形態であ り.国 境線(塩 と米)や 海岸線(海 人と農民)や 盆地(山 人と農民)

に存在する。公設の場合 と私設の場合があ り,店 を出すには使用料を払 う必要

がある,,交換の対義語は権力 もしくは分配である。「自由な交易はなんといっ

ても近隣集団やあらゆる個人的な関係の外部において行われる。つまり市場は,

地縁 血縁,種 族などの境界外に置かれる,一 つの,形 式上平和な関係,い や

本来それらの間の,唯 一の,形 式 上平和的な関係,い や本来それらの間の,唯
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一の,形 式上平和的な関係なのである。」「交換は,こ こでは特に,形 式的に規

定された儀礼的な市場開催という形で行われる。身分市場から商品市場へ,い

つ,ど のように移行 したのかははっきりしない。部族という信頼できる世界か

らその外へ出ることは,な んといっても,一 つの冒険であ り,部 外者の遭遇に

は不信感が先立つ。だから市場開催は集合的性格を持ち,交 換は,確 固とした

規則や形式性を有す るのである。」[1》。場所 としてのバザールを頂点 とするバ

ザール型経済はまさに都市と農村を結びつける商業的機能を中心とし,付 随的

に生産機能を包み込んだ経済機構そのものであり,そ れはまた独自の社会的,

文化的世界を持 ったものとして近代的部門か らは区別される。経済発展段階が

低い場合は,生 産者の多くは地元の公設市場だけということもあ りうる。 しか

し,近 代化つまり丁業化の進展に伴って,商 品の大量生産 とともにその品質の

標準化が進むことは確実であり商品の品質に対する不確実性は低下する,、

さて,バ ザールは大手小売業 とメーカーの系列代理店などの近代流通資本に

蚕食されることになるが,そ の前の段階で小売店という小売形態が存在する。

フィリピンでは,サ リサ リス トア(雑 貨店)と 呼ばれ,一 般的には,「農村で

みかける雑貨屋で通常高床式家屋の床下の部分を改造 して店舗を構え,そ の前

に竹または木でできたベンチ風の腰掛げが置かれる。販売される商品としては,

駄菓子類,小 さな野菜類(玉 ね ぎ,し ょうが,ト マ トなど),か ん詰食品類

(いわ しのかん詰め,脱 脂 ミルク,そ の他),飲 物類(コ カコーラ,ペ プシコー

ラなどの清涼飲料,ビ ール),タ バコ類がみられる。」形態をとっている。こう

した変動を橋本[1987]は.「 商業部門の労働市場 ダイナ ミックスの特徴は生

産者と販売者が ・致 した 「いちば」から生産者 と販売者が分離 した 「ショッピ

ング ・センター」への変化と言えよう。従来の 「いちば」では,農 家が自分の

家で牛産した野菜を売ったり,家 内工業の生産品を持ち寄っていたのに対 して,

新 しい 「ショッピング ・センター」では,生 産者 と分離 し小売業の専門化する

11)ゲ ル ト ・ハ ♪レダ ッハ,ユ,レ ゲ ン ・シ リ ン グ,石 井 和 彦 訳 『市 場 の 書』 同 文 館,1988年,8-7

ペ ー ジ。
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が ゆ きわ た る こ とに な り,① 物 流 コ ス トの 削減 ② 商 品作 物 等 の 別 の製 品 の

創造 ③ 交換の進展の3要 素は相盆に関係 しあい,全 国統一価格は…般化 し

たのである。味の素社 もMSGの 売 り上げは,首 都をは じめとする大都市の

売上比率が低下 していき,全 国的に均等に売れる状態になっていったのであ

る、

さて,小 売店は,ウ ェットマーケ ットの周囲を囲むように存在 している場合,

道沿いに点々と存在している場合があり,華 僑が中心であることと,生 鮮品は

置かず,い わゆる包装消費財を中心に品揃えをしている点が大 きな特徴である

が,特 に前者 の場合 に小売が卸を兼ねることもある。 しか し,実 態は,ボ

リュームデ ィスカウン トを利用 した横流しであ り,そ の点で 日本の卸売とは

まった く違 うのであ り,倉 庫 と 「顔」で商売をしている。味の素=MSGを 大

きな袋で仕人れ,あ らかじめ用意した小分けの袋に小さな穴をあけて,中 身を

抜 き,他 ブラン ド品や塩や砂糖やガラスの粉を注入し,勝 手に小分けして販売

して利鞘を稼 ぐ一昔前に問題 となったリパック問題 もこの文脈か らおきている

といえる,、この卸売も先述の前期商人的性格のため,近 代的マーケティングを

行 う上では,パ ー トナーとしては不十分である。メーカーは,売 りたい新製品

を末端にまで知れ渡らせるためには,新 製品を中心に直接,小 売に情報を伝達,

売 り方の指導をし,販 売が軌道に乗れば卸売に切 り替えていく工夫が求められ

る。 もし.大 半の商品を直販せず,華 僑である卸売に販売 していた としたら,

投機的な買い占めや,価 格操作がなされ.国 内価格体系が極めて不安定なもの

になってしまう可能性が高いのである。グローバル業界のように,規 模の経済

で安価な製品で販路を開拓 したり,グ ローバルブランドで流通機構を引きつけ

ることは,マ ルチ ドメスティック業界では行いづ らい。なによりも地域に密着

したや り方で.製 品の効用を訴えながら地味に商売を行 うしかないといえるの

である。こうした味の素社の販売部隊の構成は以下の通 りである。、

ルー トセー ルスの人員数

タ イ 営業マ ンと連転手1人 づつ 計2人
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イン ドネシア 営業 マ ン2人 と連転手 計3人

フ イ リ ピ ン 営 業マ ンと運転手1人 づつ 営業助手 も 計2

マ レー シ ア 営業 マ ンが運転手を兼ねる 計1人

人件 費,ウ ェ ットマーケ ットの大 きさな どが関係 している

(3)人

表 の よ うに チ ー ム体 制 を組 み 新規 開拓 か らル ー トセ ー ル ス まで担 当 さ せ る,、

トラ ックに商 品 を積 み 込 み,商 品 を現 金 と引 き替 えて 販 売 す る。運 転 手 は運 搬

の ほか 陳列 も手 伝 う。 チ ー ムが 常 駐 す る全 国数 カ所 の営 業 所 の ほか に ス トック

ポ イ ン トを置 い て全 土 を カ バー す る。 ス トッ クポ イ ン トの 実 態 は,人 家 み た い

な と ころ に電 話 を置 い て,食 事 スペ ー ス.ト イ レ,机,を 置 く。事 務 員 は 置 か

ず,留 守 電 で 用 件 を 聞 く。 そ して 巡 回 形 態 は,1ア ウ トレ ッ ト当 た り1.5回/

月 コー ル,大 きい店 に な る と4回 コー ル/月 行 う。 ま た,取 扱 い 商 品 業 種 が 明

確 で は な い ウ ェ ッ トマ ー ケ ッ トに お い て は,「 置 け る 、1∫能 性 の あ る店 に は す べ

て 置 い て くれ」 とい う指 示 を出 して い る。販 売形 態 は,原 則 と して キ ャ ッシ ュ

セ ー ル スで,大 口 の卸 売 の場 合 は先 日付 の小 切 手 の ケ ー ス もあ る。 都 市 部 で 小

売 と して 勢 力 を 広 げ る ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト.現 金 問 屋,CVS(コ ン ビニ エ ン

ス ス トア),DS(デ ィス カ ウ ン トス トア)/ハ イパ ー マ ー ケ ッ ト/ス ー パ ーセ

ン ター/シ ョ ッピ ン グセ ン ター な どの 近 代 的 流 通 ル ー トにつ い て は ク レ ジ ッ ト

販 売 を 行 って い る。 そ れ ぞ れ の 国 の 生 産 量 と一 人 当 た り消 費 量,一 人 当 た り

GDP(2001年 度)と コ メ ン トは以 下 の 通 りで あ る。

味の素杜 の重点エ リアはタイとイン ドネ シア

タ イ

イ ン ドネ シア

フ イ リ ピ ン

年 間生産量7万 トン1000グ ラム/人2008ド ル/人

人口6000万 人 所得 も高 く既存 の経営資源 を活か したあ らゆ

る商 品の多角化の可能性 がある

年 間生 産量3万 トン500グ ラム/人681ド ル/人

人口2億 人 とにか く生活密着 で大量 に普及 しうる

年問牛産量2万 トン350グ ラム/人981ド ル/人

人口7000万 人 人口 は多いが所 得水準,7000の 島々70の 方青

の障害



東南アジアにおけるマルチドメスティックマーケティングの分析視角(試論)(213)33

傾向を見せている。」12!と記述 している。また現金商売だけではなく,信 用取引

を行うこともある。佐竹[1998]は,こ うした信用取引を以下のように説明 し

ている。「こうした信用払いは小売店にとって,収 入を得てか ら借 りを返せ,

都合が よい。生産者 として も代金回収まで時間がかかるが,小 売店が負担なく

販売で きるので,販 路の確保につながる。さらに,店 が特定生産者の製品のみ

を扱 っている場合,信 用供与は店に生産者に対する恩義の気持ちを生み,取 引

関係の安定をもたらす。」里3)。信用供与 という契機を通 じて,バ ザール経済内の

商人の間で,相 互に機会主義的経済行動をおさえようとするような関係が形成

されているのである。AJIN(二)MOTOが ブラン ドであるということは,後 述の"

ように信用取引ではな く,キ ャッシュセールスが可能であるということで もあ

るのである。 しかし,こ うした取引は,経 理当事者である家長が不在の時は,

せっか く注文があっても現金の持ち合わせがないために商品の販売を断念せざ

るを得ないこともある。

こうした小売の状況の下に.農 村部にも 「マーケティング」が導人されるこ

とになった。味の素(=MSG)が,東 南アジアにおいて都市部のみならず農

村部にまで深く浸透 した原因に魚醤文化が存在 したことがある。塩辛を長期熟

成させると汁が出てくるが,原 理的には,そ の汁を集めた ものが魚醤油である。

魚醤油には強い塩分 と醤油に匹敵するアミノ酸類,と くにグルタミン酸が含ま

れている,=そ こで魚醤油は,塩 分とうま1昧をもつ万能調味料として使用される

のである。モンスーンで冠水 した水田から水が河川へむけて引いてゆ くさいに,

ウケのたぐいの漁具を使用して,大 量の漁獲がなされるが,こ の一年に一度

大量に得られた魚の保存法として塩辛づ くりがおこなわれるのである。こうし

てマーケティングの働きを主軸 として,生 産,流 通,消 費の各セクターが機能

的に連結され,相 互に連動する トータルな経済システムが味の素社 もその一員

12)橋 本祐チ 「中問都市 チェンマイの構造 と変動」(古 屋野正伍 陳 南 アジア都 市化の研究』 アカ

デ ミア出版会.1987年)151ペ ー ジ.

13)佐 竹真 明,前 掲書,209ペ ー ジ,、,
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となって発達 した。これは,「 企業が市場機会に応 じて経営資源を形成 し,そ

の限界牛産力を最も高 く発揮で きる事業分野に向けて,資 源の効果的な配分と

調整を行えるように企業の総合力を組織化 し,市 場に結集させるのがマーケ

ティングの役割である。」14)に合致するものであると同時に,大 都市周辺のみ集

中して社会的に孤立化 した産業群を,マ ーケティングアレンジメントの近代化

を通して農村部 と連結 し,意 図的にそれらの産業を活発でダイナ ミックな経済

発展のセンターに変化させ,そ のセンターを中心に国の内外に向けて社会の近

代化プロセスを押 し広げ,経 済発展の基盤を拡大するという発展途上国政府の

意向に添ったものであった。また,発 展途 ヒ国でいわゆる商人が身分的に卑し

く見られる傾向があるが,そ の偏見をな くす意昧で も大きかった。「LDCで は.

商人は単なる 「寄生虫」にすぎないという認識が支配的で.そ の結果.商 人は

職業として低い評価を受けている。多 くのLDCの 商業とりわけ卸売業は,少

数の民族によって支配されている。商業に対す る否定的な態度のため,LDC

政府の政策立案者は,そ の国民経済に対する貢献を過小評価する傾向がある。

多 くの場合.商 業はこれらの諸国のGNPの 約20%を 占めている。」15}のであり,

流通の二一ズは多様な経済発展段階にあるさまざまなLDC間 において異なっ

ているということであるとし,そ の二一ズを全体流通システムをどのように組

織化するか,生 産者から最終消費者までの商品移動におけるロスの削減.食 料

品の加工 と貯蔵の増加,望 ましい杜会的 ・行動的変化 をおこすことがマーケ

ティングの経済発展に果たす役割なのである'"}。こうしたマーケテ ィングによ

る経済発展の背景には,ト ラックや鉄道や海運の連携による物流の低コス ト化

が図られていることに注意する必要がある。サポーティングインダス トリーと

いわれるこれらのインフラス トラクチャーによって農村の隅々にまで貨幣経済

14)高 井 眞 「経 済発 展 とマ ー ケ テ ィ ン グの進 化 」(角 松 正男 ・大 石芳 裕 『国際 マ ー ケ テ ィ ン グ体 系 』

1996年)37ベ ー ジ、

15)ErdenefKayn傘.M`派8諏gα ノ～・fEm・2ρ"漉D6τ θ'・ρη～β,♂'、PraegerP}blisher"986.(阿 部 真 也.

白 石 善 章訳 「マ ー ケ テ ィン グ と経 済 発 展』 ミネル ヴ ァ書 房 、1993年.30ペ ー ジ〉。

16)同 ヒ書,138-140ペ ー シ,,
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マ レ ー シ ア 年 問 生 産 量1万5千 トン500グ ラ ム/人3286ド ル/人

人 口1800万 人 所 得 はや や 多 い が 半 島 の 地 形 と人 口 の 少 な さ

(ベ ト ナ ム 年 間 生 産 量2万5千 トン1000グ ラ ム/人369ド ル/人)

次に,味 の素社の販売部隊が扱っている商品についてみてみよう。まず,

MSGに ついては,製 品としての販売単位であるグラム数が各国毎に異なって

いることがある。詳しくは表の通 りである。これは経済発展度の低いエリアで

は製品をより小分けにした販売を行 っているためである。MSGよ り付加価値

第1表MSG価 格(2001年)

Thailand(Bξ 亘ht)PhihPi)hles

Item Phce

109 1.(》0

209 2.00

529 5.OQ

859(B・tt1e) 15.00

113g 10.00

250g 20.00

500g 35.00

1kg 66.00

hld・nesia(Rupia)

Item Price

〔),99 33.333*

L49 50

289 100

8.59 250

219 500

509 1,00〔)

859(b・ttle) 6,000

100g 1,900

250G 4,600

250R 4、6(X)

500(3 8,600

1kg 16,(}OO

*:3bags→100RP

(Peso)

ltem Price

2.79 0.50

5.69 1.〔)o

129 2.00

329 5.00

509 8.00

659 8.00

1(〕09(b・ttie) 22.00

1(〕09 15.00

250g 25.00

5009 48.00

1kg 90.く)0

1〉lalavsia (RM)

Item Price

59 O.10

」59 0.30

329 0.70

729 1.30

709(b・ttle) 2.10

1〔X〕9 1.80

1509 2.20

3009 3.20

50〔)9 4.40

1kg 7.80
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の高い関連製品は缶コーヒー(タ イ)・風味調味料(す べて)・ 加工食品用調味

料(マ レーシア)で あ り,既 述の通 り,経 済発展とともに特に風味調味料の伸

びが著 しい。また,東 南アジァでは,気 候的に食材は腐 りやすいため,自 炊す

るよりも新鮮で安 くおい しいテイクアウ トも可能な屋台が発達 してお り,屋

台 ・食堂向けの販売も多い。ほかに加工用販売も存在する。加工用 とは,加 工

食品メーカーが,製 品にMSGを 添加するもので,目 本においてもア ミノ酸

等という表示がある加工食品製品(ほ とんど全ての加工食品)に はもれなく添

加されている,、日本の加工用はMSG消 費量全体の50%で あるが,東 南アジ

アでは加工用はまだ10%も ない状態である。今後大きく伸びることが予想され

る市場ではあるが,バ イヤーによる1円2円 の値引きの世界でうまみはあま り

ない。加工用ルー トが伸びたときに屋台 ・食堂ルー トはどうなるかを考えると,

より付加価値の低いルー トに代替されることに懸念がある、、近代的流通ルー ト

との取引も考えると,味 の素社が血と汗で築いた小売直販 と都市部と辺境にお

ける卸兼小売の併用という流通支配の 「儲かる仕組み」は,経 済発展 とともに

崩れる傾向にある。味の素杜は.ベ トナムなどの経済発展が比較的進んでいな

い国へ進出するか,低 コス トオペレーションと臨機応変に付加価値の高い製晶

の市場投入を既存の国で行うか,選 択を迫られてきているように思われる。

皿 気候区マーケティングの可能性

第H節 にお い て は.東 南 ア ジア に お け る マ ル チ ドメ ス テ ィ ックマ ー ケ テ ィ ン

グの 分析 視 角 の一 つ と して 華 僑 の ネ ッ トワ ー ク に お け る前 期 商 人的性 格 の 存在

が 明 らか に され た。 第 ㎜節 に お い て は,地 理 学 の成 果 を援 用 して,東 南 ア ジア

に お け るマ ルチ ドメス テ ィ ッ クマ ー ケ テ ィ ン グを分 析 してみ る こ と に した い。

束 南 ア ジ アに お い て は,い わ ゆ るユ ー ラ シア 大陸 の 国家 とは異 な る国 家 を形成

して い る こ とが 多 く,マ ー ケ テ ィ ング活 動 を行 う場 合で もまず そ の こ と に注 意

す る必 要 が あ る、、東南 ア ジア の 国家 につ い て 矢 野[1980」 は,以 下 の通 りに述

べ て い る.「 政 治 の生 態 史 観 と して,東 南 ア ジア を 「小 型 家 産性 国 家」 と位 置
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第4図

小 型 家 産 制 国 家 の 概 念 図 小 型家 産制 国家 の 例(19世 紀,マ レー 半 島西 岸)
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出 所:矢 野 暢 『東 南 ア ジ ア世 界 の構 図』NHKブ ック ス,1984年.85.86ペ ー ジ,

づけている。つまり,河 川の支配を権力の基盤とし,領 域支配の観念 と実践に

乏しく,分 節的でルースな社会の上に成立する,ヒ ンズーの王権思想 による小

規模な家産性的権力としているのである。原因は厳 しい自然環境によるとのこ

とだが,農 民達が自分達をつつみ込むものとしての 「国家」の観念を持たない

ので,首 都 とそれ以外とは心理的にもお互いに分節化する」'7)。その概要は第

4図 の通 りであ る。「小型家産制国家」については,河 川の支配を権力の基盤

として,領 域支配の観念 と実践に乏 しく,分 節的でルースな社会のうえに成立

する,ヒ ンドゥーの王権思想に拠 る小規模 な家産的権力で ①河川 との関係

②権力の特質 ③「分節社会」 ということ ④社会構造のルースさという記述

もある181。そうした中でも 「国家」は成立 した。それは,島 喚部東南アジアと

大陸部東南アジアとして分けられるものであった。

島喚 部 東 南 ア ジア・・

大 陸部東南 アジアー

一交流 と相互依存 の ネ ットワーク,交 易の拠点を中心 とした

小規模の統合の力学

一巨大河ロデ ルタの活用のうえの近代国家群の形成.各 国の

あいだの奇妙な孤 立無縁 匪

17)矢 野 暢 『東 南 ア ジア 世 界 の 論理 』 中央 公 論 社 、1980年,40ベ ー ジ.

18)矢 野 暢 『東 南 ア ジ ア世 界 の構 図』NHKブ ッ クス,1984年.85-86ペ ー ジ、,
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このような区分けは,比 較的歴史の古い ものである。「ビルマ人経済学者の

フラ ・ミントは,東 南アジアの国家を内向型 と外向型に分ける。内向型 とは,

国内人口が多 く,輸 出余力を持たないために,基 本的に自給的封鎖経済によっ

て発展 しなければならない国で,ベ トナムや ジャワがこれにあたる。外向型と

は人口が少な く国内市場が狭いために,一 次生産物の輸出をはかって発展して

い く国で,大 部分の東南アジアの国家がこれにあたる。9～10世 紀の東南アジ

アにおいて勃興 したのが,フ ラ・ミントのいう内向型国家 とほぼ重複する。東

南 アジアの国家類型 としての内向型 ・外向型は この時代に始まるとしてよ

い。」191。また内向型国家はやがて領土概念を持 って外向型国家を支配するよう

になる。「11世紀,12世 紀の東南アジアには,生 産地 と内陸ルー トを握る 「制

陸路政国家」が,諸 「ヌガラ」を包囲し,こ れを服属させる現象が一般的で

あった。」 ということになった。ここでヌガラとはサ ンスクリット語のナガラ

に血来することばで,本 来は城市国家を意味する。ヌガラは個別的な内陸の世

界を,普 遍的な海の世界に結ぶ機能をもった河筋をめぐる縄張 り国家のことで

ある鋤。現代の 「国家」と対照してみると以下の通 りとなる。

大 陸部 タイ.ビ ルマ,ラ オス,カ ンボ ジア,ベ トナ ム

島 填部 マ レー シ ア,イ ン ドネ シア,フ ィ リ ピン,シ ンガ ポー ル,ブ ル ネ イ

ただ しマ レー シ ア,イ ン ドネ シアは,大 陸部 と して の特 徴 も持 ってい る

さて,東 南アジアの国々をこのように分類 したうえで.そ の気候の特徴を見

てみたい,、東南アジアのマルチ ドメスティックマーケティングを考えるときに,

後述するように気候が大きな意味を持つのである。東南アジアの成 り立ちと気

候には以下の記述がある。「ある地質学者の説によれば,は るかな地質時代.

インド亜大陸と中国大陸とい うふたつの巨大な地塊が衝突 して,そ の接合部 に

ヒマラヤの大山脈が隆起 した、、その衝撃は東南方に延び,大 海中に三角形の地

19)石 井 米 雄 ・桜井 山躬 雄 『東南 ア ジ アの 形 成』 講 談 社,1985年.100ペ ー シ、

20)同 上 書,139ペ ー ジ.
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塊 を形 成 した、 これ が 東 南 ア ジア の 大 陸部 と 「ア ジ アの 多 島 海 」 と も呼 ば れ る

ス ン ダ陸 棚 で あ る とい う。 今 日 この 地域 に は10の 独 立 国 が 成 立 して い る。 ビル

マ,タ イ,カ ンボ ジア,ラ オス,ヴ ェ トナ ム,マ レー シ ア,シ ン ガポ ー ル,イ

ン ドネ シ ア,フ ィ リ ピ ン,ブ ル ネ イ が そ れ で あ る 。 これ らの 国 々 を総 称 して

「東 南 ア ジ ア」 と呼 ぶ 。 毎 年 四 月か ら九 月 の間,イ ン ド洋上 の水 蒸 気 を 一杯 に

は らんだ 南 西 モ ン スー ンが,こ の地 塊 背 骨 に 当た る五 本 の 山脈 を襲 う。 十一 月

か ら三 月 にか げて は,南 シナ 海 の水 分 が,東 北 モ ン スー ンに の って定 期 航 路 の

よ うに この 地 域 に降 りそ そ ぐ。 そ の結 果,こ の 地 帯 の 東西 両 端 に は,年 間 を通

じて大 量 に雨 の 降 る熱 帯 降 雨林 が形 成 され た 。 そ こは ゴム に よ っ て代 表 され る

木 の世 界 で あ る。 い っぽ う東南 ア ジア の 中央 部 は ど うで あ ろ うか 。 こ こに は雨

期 に想 像 を 絶 す る豪 雨 が 降 る。 しか しひ とた び乾 季が 訪 れ る と,逆 に砂 漠 の よ

うな乾 燥 が つ づ く。 こ こは コ メが 代 表 す る草 の世 界 で あ る。 東 南 ア ジア に生 き

る三 億 七 千 五 百 万 の 人 々 に とっ て もっ と も重 要 な作 物 は水 稲 で あ る。 コ メ はか

れ らの 主 食 で あ り,か つ 重 要 な輸 出 品 で もあ る。 現 在 東 南 ア ジ アの 水 田面 積 は

約3500万 ヘ ク ター,ル。 これ は世 界 水 田面積 の 約三 割 を 占 め る、、 その 面積 と生 産

量 にお い て,東 南 ア ジ ア は ま さ に世 界 の稲 作 の 核 心 を な して い る。」はP,、また,

オー シマ[1987]は,「 ア ジ ア にお け る雨 と風 の反 転 は,世 界 最 大 の大 陸 が 暖

ま った り,冷 え た りす る こ と に よ って 生 ず る。 と くに南 を ヒマ ラヤ に,西 を バ

ミー ル に,北 を天 山 山脈 に.そ して 東 を 中 国 の南 西 山脈 に画 され た ,チ ベ ッ ト

を 中 心 とす る 「広 大 なLIl脈 と高 原」 一5000マ イ ル に もお よぶ 山 脈 と高 原 の 連

な り一 これ が 暖 ま った り冷 え た りす る こ とに よ って 雨 と風 の 反 転 が 生 ず るの

で あ る。 …… 稲 の苗 に穂 が つ き,移 植 され た苗 が 完 全 に成 育 す るに は 多量 の水

を水 田 に集 め る必 要 が あ るの で,1年 の うち最 低3ヶ 月 の 間 は 十 分 な 雨 が な く

て は な ら ない ・ スマ トラや ア フ リカ の一 部,お よ び ラ テ ン ア メ リカ の よ うに 降

水 量 が ず っ と多 い所 で は,水 田耕 作 は不 可 能 で あ る。 ア ジ アの稲 作 の ユ ニ ー ク

な特 徴 は.ア ジ ァの 全 域 で は な く,人 口 の密 集 して い る地域 だ け に モ ンス ー ン

21)同 上書,6-7ベ ージ、、
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風 が吹 くとい う点 にあ る とい え るか も しれ な い 。 ア ジ アの モ ンス ー ン地 域 に は,
ゴ

東南アジアのほとんどすべての国と中国の人口密集地域 口本,ス リランカ,

インドおよびバ ングラディッシュが含 まれる。」221,「モンスー ンアジアの人口

密度が高いのは,水 田稲作の高度に労働集約的な性質による。……小麦や他の

穀物に比べて水田稲作が多 くの労働力を必要とする主な理由は,第1に,(高

収量を得るために)小 麦のような種を散布 したり種まき機で撒 くのではなく,

苗代を作 って田植えをする必要があるか らであり,第2に,19世 紀における欧

米の小麦栽培のように大鎌で刈るのではなく,小 さなナイフかせいぜい小さな

鎌で刈るという手間のかかる方法が用いられてきたか らであり,第3に,1年

のうちごくわずかな期間にやってくるモンスーンの雨によって決められた厳 し

い作業 日程に従う必要があるからであった。……農村地域では新 しい土地の利

用が限 られているのに対 して,人 口密度は高 く,ま た農作業が労働集約的であ

るか ら,農 地は小規模になる。灌概によって乾季に水が得られない限り,モ ン

スーンの季節性によりこの小規模な農地でさえ半年間しか利用できない,、

高い人口密度 と乾季のために,1年 中温暖な気候にもかかわらず,稲 作を季節

的に補完す る家畜の飼育は発達できなかった。……湿ったモンスーン季節風に

よって,ア ジアでは不可避的に労働集約的な農業様式が確立 し。そのために数

世紀にもわたって農繁期の労働需要が次第に増大 していった。その結果,耕 地

が稀少化し,収 穫逓減が作用 しはじめ,人 口密度の上昇により農場規模は縮小

していった。そして増大 した人口がより多くの仕事を求めるに従って,増 大 し

た農村の人々は乾季に仕事が見つけにくくなった。」23)。ここでのキーワー ドは,

稲作である,,「稲作のために,耕 起 と田植えならびに稲刈 りと脱穀に用いられ

る膨大な数の数の労働者は.偽 装失業者ではなかった。その膨大な数の労働者,

いなそれ以 ,ヒの労働者が.モ ンスーンアジアの農民と 「満ち溢れる何百万人も

の群衆」を養 う食糧を生産するために必要とされたのである.科 学技術の水準

22)ハ リー ・T・ オ ー シマ 『モ ン スー ンア ジア の経 済 発 展 』 勤 草 書房,1987年 、21-22ペ ー ジ。

23)同 上 書,25-28ペ ー ジ,。
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を所与 とすれば,ア ジアの人々を養うために必要なカロリーと蛋白質を生産で

きる穀物は,米 より他になかった。」湿,。またクリフォー ド・ギアッは農業イン

ボリューションという有名な概念を提唱しているが,そ の内容は 「水稲耕作は,

ひとりあた りの個人所得の重大な低下をもたらす ことなく,つ ねにもうひとり

の人問の追加労働を受け入れていくとい う独特の能力をもってお り,そ れに

よってふえ続けてきた人口の増加分を吸いあげてきた。」であるという。つま

り,稲 作が可能な土地では,そ の土地面積当た りの熱量生産 と労働集約性と高

い保存性のために,警 しい人口の居住する地域 となりやすいのである。そして

気候区でいえばそれは熱帯モンスーン気候である。気候区が複雑になっている

フィリピンにおいてそのことを見てみよう。梅原[1992]は,フ ィリピンの主

要作物8種 類の作付を調べ,そ の分布に大きな影響を与えているのは,自 然条

件の中でも気候であると紹介している。「米作農場の分布はフィリピン群島の

北部,西 部一帯に広が り,ト ウモロコシ農場は中ビサヤからミンダナオ島に,

ココや しは群島東岸とミンダナオ島北岸に集中してみられる。また,砂 糖 きび

は西ネグロス州,ア バカはカタンデゥアネス州に集中する。……フィリピンの

気候区分はい くつかみられるが,最 も一般的には4つ の型に分類される。図に

示 されるように,東 海岸型,西 海岸型,中 問型1,中 間型Hが それであ る。

フィリピン群島東岸部では,北 半球の冬の北東モンスーンの影響で雨季が現れ,

本来乾季になるはずの夏の南西モンスーンの時期には,台 風の影響で降雨があ

り、年間を通 して雨が多い。これに対して群島西岸部では,南 西モンスーンの

卓、越する時期に雨季になり,北 東モンスーン期に乾季が現れる。一年中雨の多

い東岸部 と明瞭な乾季と雨季の交替がみられる西岸部の間に,両 気候型の中間

的特性を持つ二つの気候区が見られる。ルソン島北東海岸部からビサヤ諸島の

内海部を通って ミンダナオ南西部に広がる,年 間降水量はやや少なめであるが

年中平均 した降雨がみ られる中間型1と,カ ガヤン地方,ビ サヤ諸島中部,ス

ル海縁辺部に広がる.乾 雨季がやや不明瞭で雨の少ない中問型Uで ある。三大

24〉同上書,44べ一ジ、,
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作物と気候の関連を非常に大胆にいうと,東 海岸型気候とココや し地帯,西 海

岸型気候 と米作地帯,中 問型気候 とトウモロコシ地帯が結び付 く。」 とする。

ココや しは最も湿潤な気候を好み.米 作は稲が短 日植物のため作期が夏から秋

までになり,南 西モンスーンが決め手となる。 トウモロコシは三大作物の中で

も最 も乾燥 した条件を好むため,相 対的に降水量の少ない中間型気候区がよい

のである細。また,梅 原[1987]は,地 主制 とその地域バターンについて調べ,

「ミンダナオ,ス ル諸島,サ マール局.パ ラワン島など群島南部で同率(筆 者

注小作率)が 低 く,ビ サヤ諸島,ル ソン島と北部に行 くにつれて高くなる傾向

を読みとることができる。とくに小作農場面積比率が高いのは,ル ソン島では

中部ルソン平野部 とマニラに隣接する南部 タガログ諸州,ビ サヤ諸島ではパナ

イ島である。……小作地率,小 作農率の高いこれらの地域は,い ずれも米を中

心に砂糖きびの商品展開が著しいフィリピンの基幹的農業地帯である、,中部 ル

ソンと南部タガログは首都マニラの食糧需要に刺激されて米作への著しい特化

を示す し,西 ピサヤでは西ネグロスを中心とする砂糖 きび生産の急激な進展と

それに対応 したイロイロ,カ ピスでの米作展開を特徴 とする。このような基幹

地域で小作率が高いということは,地 主的土地所有の比重が生産面ではさらに

大 きくなり,経 済的,社 会的に小作率が示す以上の重要性をもつ とみなければ

ならない。」26}としている(第5図)。 米や砂糖 きびの商品展開,特 に米の商品

展開が著 しい地域では,小 作率,小 作農率が高いといえるのである。米の商品

化が進んだのは,1960年 代半ばにおきた緑の革命からである、、緑の革命とは,

穀類の多収品種の栽培を灌概,肥 料,農 薬,農 業機械などの技術革新 と並行 し

てすすめ,伝 統的農法から脱却 して食糧増産をはか り,発 展途上地域を中心と

した人口増加に対処 しようとするもので,育 種から社会経済にいたるまでの広

い内容をもっている。輸入代替型工業化 とほぼ同時に出現 した農業部門での高

成長の主役であ り,こ れは灌概排水施設の整備という前提の下で新多収短程稲

25)梅 原 弘 光 『フ ィ ワ ピ ンの 農村 』 古 今書 院,1992年 、31-33ペ ー ジ,,

26〉 同 上 書,12H23ペ ー ジ.
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品種(IR-8,IR-5な ど)な どの高収量品種 ・肥料の導入という技術革新であ

る。緑の革命 といわれる東南アジア稲作農業における土地利用構造は全体とし

て粗放的土地利用構造から集約的土地利用構造に転換されつつある。「緑の革

命」にともなう新品種の導入は東南アジア稲作農業に 「栽培期間の短縮」をも

たらし,そ れが 「多毛作化」の契機を与え,農 法や土地利用構造をも変革する

要因になっている、,それまでは.例 えば,タ イでは天水田に頼るほかなかった

ので,平 均すれば三年に一度は大干ばつそ して時には,大 洪水が発生 したし,

東北タイでは,土 壌は塩分を含み保水性も悪 く米の栽培に適していなかったに

もかかわらず,米 以外の商品作物が開発されることもなかった。 しか し,「緑

の革命」以後,灌 概と高収量品種 と肥料により,比 較的安定 した稲作が可能に

なった、、それと同時に,農 民に農作物を換金作物への転換を余儀なくさせて農

村における自給システムを弱体化させることとなった。 もともと 「国家」が成

立するにつれ土地の所有権が設定され,資 本主義による米の商品化とともに,

村落の農民達は寄生的資本主義に引きず り込まれることになっていたが,そ の

傾向が強 くなったのである。村落が引き込まれた寄生的資本主義の実態は,

「金の花(二 金利)よ り美 しきものはなし」(タ イの格言)と い う状態であっ

た。 タイとフィリピンのケースを見てみよう。まず タイのケースでは,「 市場

メカニズムのもとでは農民が商人や仲買人と対等に交渉することができず,米

を収穫した際にも負債の支払いや生活費などの現金の必要のため時期を待つ こ

となく急いで売却 しなければならない。また価格が良くなるのを待ってから売

却するために米(籾)を 貯蔵する場合でも,倉 庫の問題や品質の劣化 という問

題を依然として抱えている,,したがって,農 民は収穫 した米を急いで売却す る

ことを間接的に強いられ,米 を市場に出す とともに商人や仲買人が米の価格を

低 く抑えることを可能にしている。このことは,売 却する時期を待つために危

険を冒しまた経費もかかる商人にとっては当たり前のこととなっているのであ

る。中部 タイのように農民が米だけで生計を立てている場合は米を売却する価

格が安いことはたいへんな問題であり,多 くの農民を貧困や負債で苦 しめ最終
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的には土地所有を失わせる重大な原因となっている。」27),「米の買い付けと販

売で利益を吸い上げ,外 部の商品を持ち込んで利益を吸い上げた。それに,村

か らは搾取といってよいほどの金利 も巻き上げた……村の農民の間の階級分化

は,金 持ちになって農村の資本家 となる農民のグループよりも,貧 しくなって

土地を失うか,土 地がな く小作人になるか,農 業労働者になる農民のグループ

の方が多い,と い う形態をとって起こった、,」281となっている、,フィリピンの

ケースでは,「 ミンダナオ島の穀物商Cの 場合のように,ア グリビジネス的統 ・

合が進めば准むほど,商 人の農民収奪が広範に及ぶ。商人はまず,種 子 投入

財,融 資の基本要素を提供する段階で価格を一方的に設定することがで きる。

なぜなら,そ の段階でクレディットであるから価格交渉が省かれるか らである。

収穫期がきて生産物の買い付けの段階になると,生 産物価格は大幅に下がる。

この低い価格を基準にクレデ ィット分の精算をすれば,有 利になるのはもっぱ

ら商人である。つま り農民は,種 子,・投入財の購入段階で商人による価格設定

を受け入れざるをえず.そ の生産においては市場の最安値の適用を余儀なくさ

せる、、生産物販売においても同様の安値が適用される。加えて,ク レディット

や前借 り分には,月10%と いう高い利子が加算されるし,小 作人の場合はさら

に高率小作料の支払いがある。穀物商Cは 自らが経営する事業所に.農 閑期に

農民を極端に低い賃金で雇用する。こうしてみると農民は,商 人により4重 に

も5重 にも収奪を受けていて.文 字通 り多重収奪の状態 といえるであろう。」291

となっている。貨幣経済導入以前は,フ ィリピンの村落においても祭礼を通 じ

て一時的大量消費によって,消 費と富は定期的に平等化される機構を持 ってい

た。祭礼を主催する 「富貴の家」が名誉ある主催者 となり,20年 に一・回の供応

を行 うのである。「彼 ら(筆 者注富貴の家)の 場合の蓄積は,20年 を超えない

2の プ ラサー ト・ヤムク リンフ ング,前 掲書.65ペ ー ジ。

28)チ ャテ ィプ ・ナー トスパー。野rtl耕一 ・末廣 昭共編 訳 『タイ村落経済史』1987年,77-78ペ ー

ジ。

2の 梅原翼、光 「フィリピン農業発展 における商 人の役割 」(加 納啓良編 『東南 ア ジア農村 発展の主

体 と組織1ア ジア経 済研究所,1998年)141ペ ージ。
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し,貨 幣のような一般等価物の形態をとらない物質(米 ・家畜)を 対象とす る

から,蓄 積自体を絶対目的としない。たとえ相続における格差があっても,そ

れから階級制度にまで凝固する蓄積ルー トはあらか じめ妨げられているのであ

る。」3。)のであった。マ レー シアでは,イ スラム教の宗教的寄捨行為を指すザ

カットが存在 し,村 落秩序の維持 も保たれていた3P.ま た村落が引き込まれた

寄生的資本主義の実態 も多様であ り,こ こでのキーワードは,気 候である。乾

季と雨季の差が激 しいかそうではないかがポイントであ り、タイの東北部のよ

うな激しい地域では,小 作地率,小 作農率が高 くなり,所 得が不平等にな りや

すい。乾季には,農 民はタイ国内の農漁村部の季節的出稼 ぎ労働の担い手 と

なっている。インドネシアのジャワ島のような乾季があまり厳しくない地域で

は,稲 作や裏作が可能であ り,作 物担保の貸付が少ない,も しくは出来ないた

めに.小 作地率,小 作農率が低くな り,所 得が不平等にな りにくいのである323。

ケッベ ンの気候区分でいえば,Af;熱 帯雨林気候やAw-:サ バンナ気候 と

Cf:温 帯多雨気候やCw:温 帯夏雨気候の違い と言い換えることができよう

(第6図)。 第㎜節の議論をまとめてみよう。東南アジァは,大 陸部と島喚部に

分かれ,河 川の支配を権力の基盤とし,領 域支配の観念と実践に乏しく,分 節

的でルースな社会の上に成立する,ヒ ンズーの王権思想による小規模な家産性

的権力を持つ 「国家」が発達 したこと。世界最大のユーラシア大陸が暖まった

り,冷 えたりすることによって生ずる雨 と風の反転は,モ ンスーンアジアを生

みだ し,稲 作に適 した気候となったこと。稲作な1どの商品作物の農村部への導

入により,村 落は寄生的資本主義に引き込まれ.そ の程度は雨季と乾季に左右

され,所 得の平等性に影響すること,、以上の議論は,土 壌のよしあし(コ メの

作れる地域;平 野=モ ンスーンアジアと作れない地域=山 岳,半 島 島喚)を

除外すれば.稲 作などの商品作物の収穫期に現金収入が潤沢になる農村部での

30)大 崎正 治 『フ ィリピン国 ボン トク村』 農文協.1987年,204-206ペ ージ。

31)堀 井健 三 『マ レー シア 村落社 会 とプ ミプ トラ政策1論 創社,1998年.198-216ペ ー ジ。

32)川 越俊 彦 ・諸岡慶昇 ・速見佑次郎 「ジャワの農民 と商人」(速 見佑 次郎編 『農業発展 における

市場 メカニズムの再検討」 アジア経済研究所,1988年)。
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第6図 ケ ッペ ンの気 候 区 分

購 餌 、 嘉 所_一弩ノ 、-鷲 一 》惑 ・
E Ψ審 一勲 講 鴬 認.。 〆ノ,一 』1巨 ・.・ 、 イ

マ ー ケ テ ィ ング(=東 南 ア ジア の マ ルチ ドメ ステ ィ ックマ ー ケ テ ィ ング)を 考

え る ときの 大 きな ヒ ン トに な る と思わ れ る。

lVお わ り に

本 稿 で は,味 の 素社 を ケ ー ス と した 東 南 ア ジ アに お け る マ ル チ ドメス テ ィ ッ

クマー ケテ ィン グの 分析 視 角 と して,第H節 で は華 僑 の ネ ッ トワー クに お け る

前 期 商 人 的 性格 を,第m節 で は気 候 区 マ ー ケテ ィン グの可 能 性 と して ま とめ て

き た。 第lV節 に お い て は,ま とめ を 行 い た い 。 ケ イ ナ ック[1986]は,「 経 済

発 展 の 類似 の 水準 に お かれ た 国 々で は,企 業 は類 似 の マ ー ケ テ ィ ング活 動 を行

う傾 向 が あ る と結 論 で きる。 発 展 の 各 段 階 に おか れ た 国 々 のあ い だ で の 類 似 性

が 高 い とい う こ とか ら,そ れ ら の国 々 に製 品 の マ ー ケ テ ィ ング をお こな う諸 企

業 は,標 準 化 さ れ た マ ー ケ テ ィン グ実 践 を 行 う こ とが で き る とい え る。」錦)と し,

経 済発 展 の類 似 で あ る 国で のマ ー ケ テ ィン グの標 準 化 を主 張 す る。 しか し.実

33〉Kaynak、01ン`∫ぬ,邦訳IO5ページ。
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際 に調 べ て い くに 当た って,東 南 ア ジ ア は一 つ の 地 域 に ま とめ きれ る ほ ど単 一

で は な い。ASEANの タ イ.イ ン ドネ シ ア,フ ィ リ ビ ン,マ レー シ ア の4力

国 を見 て も,タ イ,マ レー シ アは 王制 が 存 在 し,宗 教 も タ イは仏 教 イ ン ドネ

シ ア,マ レー シ ア は イ ス ラ ム教,フ ィ リピ ン はキ リ ス ト教(カ トリ ック〉 で あ

る。、 これ まで の研 究 か ら私 な りの東 南 ア ジ ァの4力 国 の特 徴 は,以 下 の表 で 示

さ れ る。

ア

ン

シ

ピ

ネ

ノ

イ

ド

ー

ン

ィ

タ

イ

フ

マ レ ー シ ァ

都市が川沿い に発達 し自然 に遮 られ る大陸国

大陸国 と島国の特徴 を併せ持 った大国 海洋マーケテ ィング

バラ ンガイとい う集落が散在す る島国 マー ケテ ィングに不向

きな国

土地がやせ中央に山脈が あ り東西で気風の異 なる半島園

ただ し石油 ・天然 ガス ・錫 ・ボーキサ イ トのある資源国である

東南アジアは,地 形や人口規模をとっても,都 市部はともかく農村部はマー

ケティングの標準化がむ しろ難 しい地域に思われる。そうした巾で,マ ーケ

テ ィングの標準化から華僑のネットワークにおける前期商人的性格 と気候区

マーケティングの可能性の2つ の切 り口が提示された。ただし前者においては,

その短期的視野に立った行動バターンにより直販体制を敷かないと乱売がお き

てしまうかは体制の安定度と現地社会の華僑への態度が.後 者においては,雨

季と乾季の気候の厳しさの違いに起因する手取 り現金収入の相違 と雨季 と乾季

の橋渡しをする華僑の存在と所得格差が補足として必要になろうL、体制の安定

度は,マ レーシア,タ イにおいて高く,イ ンドネシア,マ レーシアは現地人優

先主義(建 前上)が 存在 し,タ イ,フ ィリピンでは存在 しない。雨季 と乾季の

違いについては,ケ ッペンの気候区分AfやAwとCfやCwの 違いと考え

られうる。

最後に,東 南アジアにおけるマルチ ドメスティックマーケティングの分析視

角というタイ トルをつける理論的普遍性について検討してみたい・まず,マ ル

チ ドメスティックといえるかという論点である・、味の素社において,タ イ,イ



東南アジアにおけるマルチ ドメステ ィックマーケティングの分析視角(試 論〉(231)51

ン ドネ シ ア,フ ィリ ピ ン,マ レー シア にお い て マ ー ケ テ ィ ング ス キ ル の共 有 化

は 図 られ てい ない こ とで あ り,ヨ コのつ なが りが全 くな く,味 の素 杜 海 外 部 に

お い て タ テの つ なが りが あ るだ けで あ る とい う こ とが論 点 とな る。 次 に,現 地

適 応 化 の レベ ルに つ い て は 製 品 はMSG(=味 の 素)が メ イ ンで あ り,都 市 部

の風 味 調 味 料,ラ ー メ ン,缶 コー ヒー を除 けば 現 地 適応 化 が行 われ て い るわ け

で は な い とい う点 が 論 点 と な る。 食 文 化 との か か わ りに つ い て い え ばMSG

需 要可 能 性 の 高い 東 南 ア ジ アに お い て のみ 有 効 な研 究 な の で は な い の か とい う

論 点 が あ ろ う。 ま た,マ ルチ ドメス テ ィ ックな商 売 は無 視 で きな い利 益 を 果 た

して 生 む のか とい う普 遍 的 な 論 点 も存在 しえ よ う。


